在日ブラジル人の「デカセギ・ビジネス」に関する一考察　－起業活動を巡る状況と経営の実装－ by 古沢 昌之
．はじめに
ブラジルから日本への デカセギ は、 年代の半ばから始まり、 年以降に本格化
する。その背景には、ハイパーインフレに象徴されるブラジルの経済不況で日系人の多くが
属していた中産階級が崩壊の危機に瀕したというプッシュ要因と、バブル景気による労働力
不足が顕在化する中、 年の 出入国管理及び難民認定法 （以下、 入管法 ）改正にお
いて 定住者 という在留資格を新設した日本側のプル要因が存在していた（堀坂
森 三田 ））。こうした中、 年時点で 人弱にすぎな
















古 沢 昌 之
）本論文では デカセギ を 日系人及びその非日系人配偶者による（一時的な）就労を目的とした日本
滞在 と定義する（古沢 ）。なお、本概念はブラジルのポルトガル語辞典にも“ ”として























レが再燃するという悪循環が繰り返された（鈴木 ））。ブラジルは 年 月に外国
債権銀行に対してモラトリアムを宣言、インフレ率は 年に ％、 年には ％





いわゆる 労働 の人手不足が顕在化していた。一方で、 年のプラザ合意以降の円
高の影響もあり、 年代末から 年代初頭にかけて日本の国民 人当たり はブラ
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）本文で後述するように、本論文における エスニック・ビジネス とは ある社会のエスニック・マイ
ノリティが営むビジネス （樋口 ）を意味している。












（ 人）、韓国・朝鮮（ 人）、フィリピン（ 人）に次いで 番目に多
い。同統計には、日本国籍の一世と二重国籍者が含まれていないことや、来日目的がデカセ
ギか否かを厳密には判別できないという限界はあるものの、ブラジル人の中でホワイトカ
ラー的業務に関連した 教授 報道 投資・経営 法律・会計業務 医療 研究 教





法改正から 年を経た 年には約 万人にまで急増、ピーク時の 年には約 万人
に達した。しかし、最近ではブラジルに帰国する者が目立ち始め、前述のとおり、 年末
現在で 万人強にまで減っている。 年から 年のブラジル人の減少数は 万人以上
にも上り、同期間の在留外国人全体の減少幅（ 人）を大きく上回っている。その結
果、外国人総数に占めるブラジル人の割合も 年に ％であったものが 年には
％へと急落した。これは、 リーマン・ショック （ 年）に端を発した世界同時不況





割以上を占めていた 日本人の配偶者等 の割合が大きく低下していく一方で、 定住者
が増加を続け、 年には前者を抜き去った。しかし、定住者も 年をピークに減少へと
転じ、 年以降は 永住者 が最多となっている。 年時点の永住者は僅か 人で
あったが、 年には 人にまで伸び、在留者の ％を占めるに至っている。これ
）近年のブラジルの 成長率は、 年 ％、 年 ％、 年 ％、 年 ％、
年 ％、 年 ％、 年 ％と推移している。また、ブラジルの最低賃金は 年には
レアルであったが、最近では 年 レアル、 年 レアル、 年 レアル、 年
レアル、 年 レアルと急上昇している（ レアル 約 円 年 月時点）。なお、 年の消








（ 人）、以下、三重県（ 人）、群馬県（ 人）、岐阜県（ 人）と続












深沢 ）。そして、在日ブラジル人の増加が エスニック・コミュニティ の形
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
（表 ）在日ブラジル国籍者数（外国人登録者数）の推移






















ティが営むビジネス （ ）である。また、伊藤（ ）は、その条件として 出資者な
いしは経営者がマイノリティに属しており、一定程度の同胞を意図的に雇用している
（ ）ことを挙げている。日本でブラジル関連のエスニック・ビジネスが登場したのは








第 は 年 年の 成立期 で飲食店や食品・雑貨店など同胞市場のみを対象とした小




















） 外国人集住都市会議 のウェブサイトによると、浜松市には 人のブラジル人が在住している
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）一方でイシ（ ）は、ブラジル人が日本語を覚える必要性と意欲が低下する分、日本社会から孤立




） 外国人集住都市会議 のウェブサイトによると、大泉町には 人のブラジル人が在住しており、そ



























本調査は、 年 月に名古屋市で開催された 第 回エキスポ・ビジネス に出展また
は来場した デカセギ・ビジネス の経営者を対象としたものである。前述したように、同
イベントは、在日ブラジル人関連の見本市の草分け的存在で、第 回エキスポ・ビジネスに















人、中央値 人である。従業員の内訳は、正社員が平均 人、日本人は同 人と
なっており、ブラジル人中心の構成であることが分かる。但し、主要顧客は誰かを尋ねたと
ころ、 ブラジル人・ブラジル系企業 が 割を占めたものの、（日本人・ブラジル人を問
わない）不特定多数 も ％に及んだ。また、 日本人・日本企業 （ ％）とする回答
もあった。
続いて、経営者については、 ％が創業者で、創業者の初来日から開業までの期間は平
均 年である。性別は男性 ％・女性 ％、年齢層は 代が最多（ ％）で、
代（ ％）がそれに続き、以下、 代（ ％）、 代（ ％）、 代（ ％）、 代
以上（ ％）の順であった。また、経営者の ％が日系人で、内訳は二世 ％・三





が ％を占めた。しかし、その一方で日本での通算在住年数については 年以上 との
回答が ％に達した。また、 ％が家族と同居する既婚者であることも考慮すると（既
婚者の単身訪日は ％）、先に見た 在留外国人統計 のデータと同様、 定住化 が進ん
でいることが推測される。
起業を巡る状況
一般的に起業家が開業に際して最も苦労するのは 資金調達 である（古沢 ）。そ
こで、本調査では開業資金の調達方法について質問してみた。具体的には、筆者が提示した
項目の中から金額が多かった順に最大 つを選んでもらい、 位 点、 位 点、 位
点のウエイト付けをしてポイント化した。その結果、 社を除き全ての企業が 自己資
金 を第 位に挙げ、そのポイントシェアは ％に達した（表 ）。第 位は 日本の金
融機関からの借り入れ 、第 位は ブラジル人の親類からの借り入れ であるが、各々の
シェアは ％・ ％にすぎない。なお、 日本人の親類からの借り入れ は全くなかっ









して集計した。その結果、 これまでの職業経験 のシェアがトップで ％、以下 書籍
や雑誌による自習 （ ％）、 専門学校での勉強 （ ％）が続いている（表 ）。すな
わち、自己の経験や自習・自己啓発が中心であることが分かる。一方、経営コンサルタント
（表 ）開業資金の調達方法








































するケースが多いことにある。こうした中、今回の調査では、学歴は 高校卒 （ ％）
が最多で、 大卒・大学院修了 も ％に及んだ。ブラジルにおける 歳以上の平均就学
年数が 年（ 年データ）であることを考えると（三田 ）、回答者はかなりの高
学歴であると言える。また、来日前に経験した職業は 自営業 （ ％）がトップで、 ホ
ワイトカラーの正社員 が ％で第 位、 会社社長 （ ％）がそれに続いたが、 ブ
ルーカラーの正社員 を経験した者は皆無であった（表 ）。逆に、日本で創業までに経験
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自営業 ％ 企業のブルーカラーの正社員 ％
企業のホワイトカラーの正社員 ％ 自営業 ％
会社社長 ％ 企業のホワイトカラーの正社員 ％











む 書く の 側面について、 点法（ 問題なくできる、 まあまあできる、
少しできる、 殆どできない、 全くできない）による回答を求め、その平均値を算出
した。全体の平均値を見ると、初来日前はいずれの側面も 未満であったが、現在のスコ





宮尾 古沢 ）、回答者の 割を占める日系人の日本語能力を属性別（世代
別、純血・混血別）に分析してみた。まず初来日前に関しては、いずれの属性においても平















（注） 、 、 、 （以下、同様）。
（表 ）日系人社長の日本語能力の属性別比較





















％に達した。一方、 創業初年度から黒字 赤字から単年度黒字に転換 は各々
％・ ％に留まった。 創業以来赤字が続く はなかったものの、状況は必ずしも芳
しくないようである。なお、従業員数別に分析すると、前掲した中央値（ 人）以下の事業
体では黒字企業比率（表 の と の合計）が ％であったのに対して、 人以上の場合
は ％に上った（カイ 乗検定で ％水準の有意差）。このことから、相対的に規模の小
さい事業体の方が苦しい状況下に置かれていることが分かる。
また、創業初年度と比べた売上・従業員数の増減に関して尋ねたところ、売上に関しては
増加 が過半数であったが、 不変 という回答も ％あった（ 減少 ％）。一
方、従業員数の面では 不変 が ％に達し、 減少 （ ％）を合わせると 増加
（ ％）を上回るという結果になった。上記の収益状況と同様、組織の成長に関わる側面
においても順調とは言えない様子が伝わってくる。
次に、現在の経営課題について、 点法（ 全くそのとおり、 どちらかと言えばそ
のとおり、 どちらとも言えない、 どちらかと言えば違う、 全く違う）で回答し
てもらい、平均値を算出した。全体で最もスコアが高かったのは 東日本大震災の後遺症が
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（表 ）収益状況





創業初年度から黒字を続けている ％ ％ ％
赤字から単年度黒字に転換した ％ ％ ％
赤字と黒字を繰り返している ％ ％ ％
創業以来赤字が続いている ％ ％ ％
合計 ％ ％ ％
在日ブラジル人の デカセギ・ビジネス に関する一考察（古沢）
ス賃料や人件費など 事業コストの高さ （ ）であった。但し、これら上位項目は、ブ
ラジル系企業に限らず、日本で事業展開する企業が等しく直面している経営環境であると考
えられる。一方で、デカセギ現象に関わる社会的問題として喧伝されてきた 日本人・日本
社会からの差別・偏見 や 近隣の日本人住民とのトラブル （イシ コガ 喜
多川 ・ 野元 ）
）のスコアは各々 ・ にすぎなかった。 日本語でのコミュニケーション 日本の




最後に、今後（ 年後）の展望に関しては、 日本での事業拡張 を志向する声が強く
（ ）、 撤退 は僅か であったことから、既述のように経営状況が必ずしも芳しくな
）例えば、かつて入居者の約 をブラジル人が占めていたとされる愛知県豊田市の県営保見団地で
は、 年にブラジル輸入雑貨店の出店拒否を求める日本人住民の反対運動が展開され、 人の署名
が集まったという（野元 ）。また、喜多川（ ・ ）が在日日系人に対して実施した調査では、













































の調査では主たる顧客を 国籍を問わない不特定多数 日本人・日本企業 とする回答が
合わせて 割に上るなどターゲット層の広がりを感じ取れた。 年末の在留ブラジル人数




























橋する バウンダリー・スパナー （古沢， ）となりうる人材プールの拡充に資するも
のと考えられよう。
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三田千代子（ ） 出稼ぎ から デカセギ へ─ブラジル日本移民 年にみる人と文化のダ
イナミズム─ 不二出版。






宮尾進（ ） ボーダレスになる日系人 サンパウロ人文科学研究所。
森幸一（ ） ブラジルからの日系人出稼ぎの特徴と推移 渡辺雅子編著 共同研究 出稼ぎ日系
ブラジル人（上）論文篇・就労と生活 明石書店、 頁。
渡辺雅子（ ） 出入国管理法改正とブラジル人出入国の推移─出入国管理統計に基づく分析
─ 渡辺雅子編著 共同研究 出稼ぎ日系ブラジル人（上）論文篇・就労と生活 明石書店、
頁。
渡辺雅子（ ） 親からみた日本の学校教育と将来の生活設計 渡辺雅子編著 共同研究 出稼ぎ
日系ブラジル人（上）論文篇・就労と生活 明石書店、 頁。
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